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日英ヘルスケア・シンポジウム   

Harnessing AI and Technology for Innovative Drugs and Therapeutics  

 

   

   会場：ライフサイエンスハブウエスト 御堂筋三井ビルディング４F（大阪市中央区備後町 4-1-3）（オンライン同時配信（Zoom）) 

使用言語：日英同時通訳 

参加費用：無料 

定員：会場参加のみ先着 100 名 

 

お申込み：https://survey.zohopublic.com/zs/tsC2mB  (締め切り：2 月 13 日（金）18:00） 

お問合せ：英国大使館・英国総領事館  ビジネス・通商部 lsinvestinuk.jp@fcdo.gov.uk （全て英子文字） 

 

主催：英国大使館・英国総領事館  ビジネス・通商部 

共催：バイオコミュニティ関西（BiocK）、関西医薬品協会、LINK-J 

協力：NPO 法人近畿バイオインダストリー振興会議、公益財団法人 都市活力研究所 

 

 英国では、2025 年夏に発表された 10 ヵ年の経済成長計画「Industrial Strategy」において、ライフサイエンス産業が高いポテンシャル

を持つ重点領域に位置づけられました。この戦略では、AI や先端テクノロジーの活用が鍵となること、そしてそれに対する政府の強いコミ

ットメントが明確に示されています。 

 さらに、英国は欧州最大のベンチャーキャピタル投資先であり、その投資額はドイツとフランスの合計を上回っています。 

製薬企業の皆様はもちろん、スタートアップの皆様にとっても、英国は非常に魅力的な進出先であり、欧米市場へのゲートウェイとして最

適です。 

 本イベントでは、英国政府、英国企業・アカデミア、英国で活動される日本企業の皆様から、幅広くお話を伺います。会場では、ネット

ワーキング・レセプションの機会もご用意しております。是非、会場でのご参加をお待ちしております！ 

 

 

 

 

 準備中 

 

 

 

 

 

 

Namshik Han 教授（会場参加） 

University of Cambridge, Milner Therapeutics Institute Group Leader, Head of AI 

Research 

University of Cambridge, Cambridge Centre for AI in Medicine Faculty 

University of Cambridge, Cambridge Stem Cell Institute Affiliated Principal 

Investigator 

Yonsei University, Department of Quantum Information Professor 

Yonsei University, Institute for Basic Science (IBS) Center for Nanomedicine  IBS 

Professor 

CardiaTec Biosciences Ltd  CTO & Co-founder 

 

 

  2026 年 2 月 17日（火） シンポジウム：16 時 - 18 時 
                                       懇親会：18 時 - 19 時 30 分（会場参加者のみ） 

  登壇者（順不同） 

 プログラム 

https://survey.zohopublic.com/zs/tsC2mB
mailto:lsinvestinuk.jp@fcdo.gov.uk
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Han 教授は、計算生物学と AI の専門家であり、彼の研究は創薬の最前線でアカデミアと産業界を

繋いでいる。University of Cambridge の Milner Therapeutics Institute において AI リサーチ

のグループを率いるなど、複数の役職で活躍。量子コンピューティングと人工知能を融合し、マ

ルチモーダル生体医療データから疾患メカニズムを解明し、次世代治療法の創出を推進する研究

を行う。 

産業界においても計算科学の社会実装を牽引。CardiaTec Biosciences を共同創業し、AI とヒト

心臓組織のマルチオミクスを統合した心血管創薬を推進。さらに、NK 細胞を基盤とする免疫腫瘍

学に特化した KURE.ai Therapeutics を設立。キャリア初期には、Cambridge の RNA 修飾分野

をリードする Storm Therapeutics の創業科学チームに参画。 

 

臼田裕之 博士（オンライン講演） 

Astellas Pharma Europe Ltd. 

Scouting & Transaction Lead, Business Development 

 

臼田氏は、アステラス製薬が 2021 年に英国ケンブリッジに事業開発オフィスを新設した際に赴

任し、現地の事業開発部門において新規技術の探索と提携活動を主導し、欧州の革新的な創薬技

術やアセットを同社のグローバル拠点に紹介するとともに、外部パートナーとの連携を通じて、

新たな協業、ライセンシング、M&A、投資の機会を創出する役割を担う。アステラス製薬では創

薬化学者としてキャリアをスタートし、免疫およびがん領域の候補薬開発に従事した後、グルー

プリーダーを務めた。東京大学で薬学 (Pharmaceutical Sciences)博士号を取得し、ハーバード

大学化学科で博士研究員として研究を行った経歴を持つ。 

 

Simon Karger 氏（オンライン講演） 

Cambridge Consultants 

Building Strategic Partnerships in AI & Intelligent Services 

 

Simon は外科用ロボット、先進的手術機器、低侵襲デバイスなど、メドテックの幅広い領域で 20

年以上の経験を持ち、世界中のクライアント向けに複雑かつ大規模な技術開発プロジェクトをリ

ードしてきた。最近では、英国政府の要請を受け、わずか 6 週間でゼロから新型コロナ向け人工

呼吸器を開発するプロジェクトを主導。現在は AI とインテリジェントサービスチームのリーダー

として、酵素開発の自動化や次世代ゲノム治療、AI 手術ロボットなど、未来の治療法や医薬品の

事業開発を推進している。 

 

芝慶郎 博士（オンライン講演） 

Shionogi Europe 

Director of Global Innovation 

 

芝氏は、アカデミアと産業界の双方にわたり、16 年以上の研究・イノベーションの実績を持つラ

イフサイエンス・イノベーションの専門家。 

Shionogi Europe の Global Innovation チームでは、英国及び EU のイノベーション・エコシス

テムと創薬プロセスに関する知識を活かして国際チームを支援。技術スカウティングと評価、異

分野連携の構築、共同研究の推進に幅広い経験を有する。対人スキルを活かし、特に協力関係や

チームワークで大きな成果を達成。データ処理に習熟し、優れたプレゼンテーション能力を有す

る。 

University of Cambridge で精神疾患に焦点を当てた神経科学の博士号を取得。日本語と英語の

バイリンガルであり、多文化環境での業務を得意とする。 

写真調整中 Inovia Bio（芝氏と合同講演）（オンライン講演） 

登壇者調整中 

 

写真調整中 Steve Bates 氏（オンライン講演） 

英国政府 Office for Life Sciences 

Executive Chair 
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坂田恒昭 博士（会場参加） 

大阪大学共創機構 特任教授 

バイオコミュニティ関西 副委員長兼統括コーディネーター  

 

1977 年に大阪大学理学部生物学科を卒業し、1979 年に同大学院理学研究科生理学専攻を修了。医

学博士。1979 年に塩野義製薬株式会社研究所に入社し、同社でシニアフェローとして活動。米国

カリフォルニア大学ロスアンゼルス校（UCLA）の外科学・泌尿器学教室 客員研究員、大阪大学

サイバーメディアセンターなどを歴任、多岐にわたる役職を務めた。2014 年には大阪府薬事関係

功労者知事表彰を受賞したほか、現在 JST-CRDS 研究開発戦略センター、国立研究開発法人産業技

術総合研究所、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）などで特任フェローや顧問とし

て活動し、徳島大学研究支援・産学官連携推進部客員教授、神戸大学産官学連携本部・産官学連携

アドバイザリーフェローなどを兼任している。地域のバイオ産業振興にも尽力している。 

 

 

 

 

松井拓也 氏（会場参加） 

Cambridge Consultants 

メディカルテクノロジー事業部 事業開発部長 

 

新卒でグローバル総合機器メーカーに入社し、ライフサイエンス・医療分野における分析装置の

研究開発・設計に従事。現在は、英国のディープテック・イノベーション企業であるケンブリッ

ジコンサルタンツ社にて、「世界初」「ベストインクラス」の製品やサービスの上市を目指すグ

ローバルのスタートアップから多国籍企業に対し、1000 名弱の専門家チームとともに、戦略立案

から開発、量産移管までを一気通貫で伴走。主に日本の医療機器・製薬企業との協業を通じて、

革新的製品の創出に貢献。理学修士、公衆衛生学修士。日本ディープラーニング協会認定 AI エン

ジニア(E 資格)。 

 

小林博幸 博士（会場参加） 

塩野義製薬株式会社 

イノベーションフェロー 

 

1999 年に北海道大学で薬学博士号を取得。米国イェール大学でポスドクフェローとして研究。武

田薬品工業、Axcelead Drug Discovery Partner を経て、2018 年から塩野義製薬で現職。筑波

大学や神戸大学で客員教授を務め、複数の企業の社外取締役や協議会などの理事職を務めるな

ど、幅広く活動。2023 年には内閣府から第 5 回日本オープンイノベーション大賞選考委員会特

別賞と第 6 回本医療研究開発大賞を受賞している。 

 

 

    

 

  モデレーター 

パネル・ディスカッションのみご登壇 


